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歯の根元に段差？知覚過敏の原因にもなる「楔（くさび）状欠損」とは？ 

今回はまいどなニュースさんの記事を紹介します。 
https://maidonanews.jp/article/14152927 

楔（くさび）状欠損とは？ 

　鏡でよく見てみると、歯の根元に段差が
でき、歯肉との境でくびれたように歯が
欠けていることがあります。特に犬歯から
奥の歯で起こることが多いのですが、こ
れが「楔（くさび）状欠損」です。主に歯
軋（ぎし）りや食いしばり、不正なかみ
合わせの結果、必要以上に強い力が歯に
加わっている場合によく見られる現象です
が、歯磨きによっても起こります。強い力
で上下の歯が擦りあわされた結果、一番歪
みの出る歯肉の際のエナメル質が少しずつ欠けていき、まるで楔（くさ
び）を打ったかのような形で減っていくので、この名前がつきました。 

　歯のエナメル質がなくなると、内側の象牙質が露出してきます。エナメ
ル質は水晶とほぼ同じ硬さをしていて、通常の食事や歯磨きではすり減る
ことはあまりありません。しかし、エナメル質が失われて、内側の象牙質
がむき出しの状態だとどうなるでしょう。象牙質はエナメル質より柔らか
いため、毎日、硬い歯ブラシでゴシゴシ強く磨くと歯がすり減っていくこ

とも考えられます。そうなると知覚過敏や虫歯、歯肉炎の原因となること
もあります。 

楔状欠損の治療は？ 

　治療としては、楔状に削れてしまった部分を詰め物（レジンなど）で修
復します。自然治癒しないので予防が大切になります。 

　知覚過敏の場合、欠損部分が大きくなると樹脂で詰めることも多いので
すが、原因が取り除かれないとまた、すぐにはずれてしまうことがありま
す。ひどくなるとそこから折れてしまうこともあるので、要注意です。 

　一度欠けた歯は元には戻りません。今以上に減らないように気をつける
ことが大切です。ポイントとして歯軋りをしている人はマウスピースを使
用して歯を守りましょう。頬の内側や舌の外側に歯形がついている人は、
無意識のうちに食いしばっているはずです。少し意識して食いしばりをや
めましょう。 

　歯磨きの力が強い人、硬い歯ブラシを使用している人はブラッシング時
の力を弱くしてみましょう。できれば、歯科医院で衛生士にブラッシング
指導をしてもらい、歯ブラシも適切なものを選んでもらうことが大切で
す。 

　一度、鏡で歯をチェックして、歯肉
の際が欠けているようなら、かかりつ
けの歯科医院にご相談ください。 
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